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日 ぼん だ ん い 


本 企業 に お ける 集団 意識 


日 本 の 企業 や 組織 、 ま た 日 本 人 の 仕事 へ の 取り 組み 方 に は 、 集 団 意識 が 反映 さ 
に ほん まき 


れ て いる こと が 多い 。 ここ で は 、「 共 有 」 と いう キー ワー ド か ら 、 日 本 企 業 や 組 
織 に お ける 集団 意識 に つい て 考 えて みよ う 。 


まず 、 個々 の 企業 や 組織 に 所 属す る 社員 に は 価値 観 の 寺 ほ 有 が あ る 。 価値 観 の 共 
有 こ そ が 企業 の 成長 の カギ だ と 言え る 。 日 本 企 業 に は 、 新人 歓迎 ua よじ め 、 お 
花見 、 仕事 の 打ち 上 げ 、 社 員 旅 行 や 忘年 会 な ど 様々 な イベ ント が ある 。 こ うし た イ 
ベント は 、 社員 間 の 交流 を 促 し 、 社員 同士 の つなが り を 深め る さっ か け に も な 
る 。 こ れ ら の イベ ント 抜き に は 社員 同士 の 価値 観 の 共 有 も な か な が か 達成 で き な い 
だ ろう 。 

es a 


ほ 有 し て いる 。 日 本 企業 の 多く の 課長 や 部 藤 な どの 
か ん り し ょ く li も お や いっ ぱん し ゃ いん つく え な あ か た ち = 
管理 職 は 個室 を 持た ず 、 大 部 屋 で 一 般 社員 と 机 を 向き 合わ せる 形 で 仕事 を 行 
うぅ 。 この よう に 空間 を 共 有する こと は 、 結 東 力 を 強め 、 円 論 に 仕事 を 遂行 させ る 
一 因 に も な る 。 

し ん 0 ゆう し ょ く 


じょう (ほう きょう ゆう て ん み ょ く ば に ち し じょう ぎょ う な っ うぅ 
そし て 、 情 報 の 共有 と いう 点 か ら 見 る と 、 新人 研修 、 職 場 で 日 常 業務 を 通じ 
お こ な オー ジェ ー テ ィ ー し ょ くむ な いよ う で ゆい き き か きま ざま ( 革 病 cr っ けい けん 
て 行 われ る 0 J T 、 そ し て 職務 内 容 を 定期 的 に 変え 、 様 々 な 仕事 を 経験 させ る 
ジョ ブ ・ ロ ー テ ーション な ど が 拳 げ られ る 。 これ ら の 方 法 は 、 一 人 ひと り の 従業 員 に 
う ぜん た v は し と と 


個々 の 仕事 の みな ら ず 、 会 社 の 事 業 全体 を 把握 させ 、 仕事 の 流れ を スム ー ズ に さも 
る 一 助 に な る 。 


また 、 東 議 制度 と いう も の が ある 。 こ れ は 、 あ る 案件 に つい て 担当 閉 が その 対策 
や 解決 策 を 起案 し 、 守り 信 りん で 、 こ 回 す と いう や 


の 


OOOO 


1 り 方 で ある 。 これ に より 、 関 係 者 全員 が 意思 決定 に 参加 し た と いう 経営 へ の 参画 意 
議 が 持て る 。 
う うし き きょう ゆう くう か ん きょう ゆう じょう ほう 
以上 の よう に 、 価値 観 や 行動 様式 に こ お け る 共有 、 空 間 の 共有 、 そ し て 情報 の 
a ゆう こん か ん “ん い と き 


共 有 の 根幹 と な る も の の 一 つ に は 日 本 人 の 集 団 意識 が あり 、 日 本 の 企業 は その 


5 迷人 結衣 位 と し た チー ム ワ ー ー ク や 協調 性 を 重んじ て いる の で ある 。 
(香港 中 文大 学 編 集 『 ビ ジネス 日 本 語 』 に より 改 ) 


集団 (し ゅ うだ ん )⑨⑩ [名 ] 集団 , 集 体 
反映 (は ん えい )⑩ [名 ・ 他 動 3] 反射 . 映 照 ヵ 反映 


= [名 ] 共 筆 字 ・, 共 和 鍵 司 名 


所 属 ( し ょ ぞ く )⑩ [名 ・ 自 動 3] 所 属 , 東 属 干 附 属 
[miys ん 99 lc] |wWw | 
歓迎 会 (か ん げ い か い )⑧③ [名 ] 

忘年 会 (ぼう ね ん か い )③ [名 ] 


交流 (こう りゅう )⑩ 
深め る (ふか め る )⑨③ 
空間 (くう か ん )⑨⑩ 
個室 (こし つ )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


[名 ・ 他 動 3] 
[名 ] 
[名 ] 


室 同 
単 同 , 単 人 用 房 同 


結束 (けっ そく )①⑩ [名 ・ 自 他 動 3」 掴 所 団 符 


円 滑 ( そ えん か つ )⑩ 
遂行 (すい こう )①⑩ 
一 因 ( い ちい ん )⑩ 


ナ 形 彫 満 的 , 順 利 的 
[名 ・ 他 動 3] 完成 , 看 物 


ー 介 原因 原因 えー . 


況 字 ( 優 名 簡 音 ) 
研修 (けん し ゅ う )⑩ 
職場 (し ょ くば )⑩③ 
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( 猿 表 ) 


還 所 呈 罰 ( 中 


[名 ・ 自 他 動 3] 


[名 ] 


恥 協 


業務 (ぎょ うむ )① 
通じ る (つう じ る )⑩) 


[名 ] 
[ 自 他 動 2] 


OH デー ジョ ーー ディ ー バ 0W 


[名 ] 


並 竹 : 工 作 
通 通 往 : 精 通 , 通 暁 ; 通 辻 
恥 並 赴 舌 , 恥 協 央 答 


職務 (し ょ くむ )① 


[名 ] 


駅 和 , 任 竹 


定期 的 (て いき て き )①⑩ 


ジョ ブ ・ ロ ー テ ーション ⑤ 


| [名 」 


方 法 ( ほ うほ う )⑨⑩ 


従業 員 ( じ ゅ う ぎ ょ うい ん )③ 


スム ー ズ ② 
一 助 ( い ち じ ょ )② 


[名 
[名 ] 


工作 人 喉 , 恥 工 


[名 ] 


事 並 , 笑 普 


[名 ・ 他 動 3] 


紫 握 : 掌 所, 充分 理解 


[ ナ 形 ] 
[名 ] 


斉 議 (りん ぎ )① 


[名 ] 


光 滑 的 ; 順 利 的 


毛 面 博 示 


案件 (あん けん )⑩ 
対策 (た いさ く )⑩ 


[名 ] 
[名 ] 


起案 ( き あ ん )⑩ 
合意 (ご うい )①⑩ 


取り 付け る (と りつ ける )④⑧⑨⑩ め 


[名 ・ 他 動 3] 


案件 ; 眉 案 
対策 , 記 対 光 法 
妃 草 , 草 扱 


[名 ・ 自 動 3] 


意見 一 致 , 送 成 協 六 


[ 他 動 2] 


安 装 : 取 得 , 送 成 


決裁 (けっ さい )① 


[ 各 ・ 他 動 3] 


裁決 , 軍 批 : 批 准 


意思 決定 (て いし けっ て い )① 


[名 ] 


経営 (けい えい )① 


参画 (さん か く )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


[名 ・ 自 動 3] 


決 策 表 恋 
負 章 
参 互 寺 諸 , 参 有 策 鞭 


様式 (よう し き )⑩⑥ 


梓 式 


根幹 (こん か ん )⑩ 
前 提 ( ぜ ん て い )⑩ 


根本 , 基 本 原則 
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( 侍 素 ) 


的 字 ( 候 名 滞 音 ) 声 週 i 滞 叉 (中 文 ) 
チー ム ワ ー ク ④ 囲 瑞 合作 


協調 性 (きょう ちょ う せ い )①⑩ 坊 庄 性 , 合 作 度 , 配 合 度 
重んじ る (お も ん じ る )④⑩⑥ [ 他 動 2] 重視 , 注 重 専 重 , 妖 重 


合 ) 旬 型 ・ 浅 法 
1. 一 を は じ め ( と し て )/ を は じ め と する 


“名 十 を は じ め ( と し て で )” 用 手 列 挙 具有 代表 性 的 或 邊 手 核 心 位 皿 的 人 或 事物 , 意 思 是 
“ 以 ……… 凡 首 ……”。 涼 句 型 中 ぐ と し て ” 可 以 省略 。 修 術 名 局 時 , 用 “ご を は じ め と する 二名 ヶ 
A er し た 。 ご 両親 を は じ め 、 先 生 方 も 喜ん で いら っ し ゃ 

。 (山本 通 辻 了 司 法 考 直 。 他 的 父母 以 有 老 者 高 。) 


へ アメ リカ を は じ め と する 先進 国 は パリ で 国際 会 議 を 開い た 。 ( 以 美 国 妨 首 的 秋 状 
国家 在世 酸 有 井 了 国 了 会 台 。) 


2 ー 抜 き に は 
"名 十 抜 き に は "表示 在 没有 前 項 的 情況 下 , 后 項 也 礁 以 交 行 , 銀 常 旨 “" て できない "“ ン 
不可 能 だ “無理 だ "等 表示 耕 定 含 又 的 周一 起 使 用 , 意 思 呈 “没有 …… 就 没 法 ……”、" 没 有 
3 就 不 可能 ……"。ー 抜 き に は ” 也 可以 用 “を 抜き に し て は "的 形式 。 
A 今度 の 企画 は T C 社 の 協力 抜 き に は 進め られ な い 。( 込 次 的 企 基 , 没 有 TC 公 
語 的 押 助 是 天 法 弁 展 的 。) 
へ こん な 大 事 な こ と は 、 鈴木 部 長 抜 き に は 決め られ な い 。( 送 人 重要 的 事情 , 箇 木 
部 不在 量 没 法 決 定 的 
人 へ この 論文 は 先生 の ご 指導 を 抜き に し て は 完 完成 で き な い 。 ( 六 篇 作文 没有 老 謝 的 指 
早 是 没 法 完成 的 。) 


ー を 抜き に し て / 抜 き で 


“名 十 を 抜き に し て ” 表 示 除 去 前 項 内 容 , 意 思 呈 “除去 ……”、“ 不 ……”。 也 可以 用 “ー 


抜き に し て ” 的 形式 。 
人 今夜 は 、 仕事 の 話 を 抜き に し て 、 大 い に 飲も う 。 (今晩 就 不 要 送 工作 上 的 事情 


了 , 尽 情 地 喝 叩 。) 

へ 換 銀 は 抜き に し て 、 本 題 に 入り まし ょ う 。 ( 客 奏 括 就 免 了 , 宜 和正 題 反 。) 

“名 十 抜き で "表示 在 失 除 前 項 内 容 的 情況 下 送 行 后 項 , 意 思 呈 “ 免 夫 …… 面 ……”、“ 省 

去 a 

へ 今日 は 食欲 が な か っ た の で 、 朝 食 抜き で 学校 に 来 た 。 〈 今 天 没 件 名 食欲 。 所 以 没 
忠 早 仮 就 来 学校 了 。) 

人 この お 店 の ラー メン は 、 お 世辞 抜き で 本 当 に お いし いで す 。 ( 琉 條 店 的 拉 面 , 井 間 
吹 控 , 真 的 往 好 史 。) 


3。 一 を 通じ て 


“名 十 を 通じ て "表示 通 店 前 面 的 方 式 、 手 段 或 中 介 。 送 到 某 竹 目 的 或 是 声 生 了 語 面 的 全 
果 , 意 思 是 “ 通 辻 ……”、“ 委 由 ……"。 
へ その 事件 は テレ ビ の 報道 を 通じ て 知っ た 。 ( 通 辻 皿 視 上 的 振 道 知道 了 那 不 事件 。) 


人 傘 回 の 新人 研修 を 通じ て いろ いろ な こと を 学ん だ 。 ( 通 詰 送 次 的 新 員 工 培 党 , 我 
学 到 了 祖 多 奈 西 。) 


ー を 通じ て 


“名 十 を 通し て ” 也 有 班 “ご を 通 通じ て " 美 似 交 用 法 。 表 示 手 段 下旬 。 
人 小説 を 通し て 、 作 者 の 美意識 が 少し ずつ わか っ て きた 。 ( 通 赴 小 競 , 我 激 洒 理解 
了 作 家 前 宙 美 意 汎 。) 
^ 社長 と の 連絡 は 、 秘書 を 通し で 行 われ る 。 ( 通 秒 社交 第 
兄 外 … ご を 通じ て / を 通し て ” 迷 可以 接 在 表示 時 同 的 名 週 后 面 , 表 示 在 某 時 同 段 内 一 
自負 和 状 灰 事業 活 区 
2 の 地域 は - 年 を 通じ て (通し て ) 気 候 が 瞬 か い 。 ( 遂 介 地区 一 年 四季 気候 温暖 。) 


人 1 適 間 を 通 し て (通じ て ) 雨 が 降り 続い て いる 。 ( 途 筑 一 周 都 在 下 雨 。) 


4. 一 の みな ら ず 


“名 / イ 形 科 体形 / ナ 形 周 干 十 で ある / 動 筒 体形 士 の みな ら ず "表示 追加 , 意 思 是 " 不 付 


0 


@ 


5 OO 


ee "、" 不 具 是 ……。 問 弄 委 常 助 司 “ も ” 一 起 使 用 , 移 成 * て の みな ら ず て も "的 形式 , 
相当 手 “* て だ け で な く て も ”, 但 表 送 更 妨 正式 。 
人 後 女 の 作品 は 、 女性 の みな ら ず 男性 か ら も 愛さ れ て いる 。( 好 的 作品 . 不 伯 是 女 
性 , 傍 男性 都 入 豆 区 。) 
へ 高齢 化 開 題 は 日 本 の みな ら ず 、 他 の 国 に も 見 られ る 深刻 な 間 題 だ 。 ( 不 伯 是 日 本 , 
在 其他 国家 也 存 在 老 貞 化 六 一 宛 肉 的 同 題 。) 
人 自転 車 で 出勤 する こと は 虹 境 に 優し い の み な ら ず 、 健 康 に も いい 。 ( 末 自 行 年 
上 班 不 付 丈 保 , 近 有益 健康 。) 


5. 一 上 (で ) 


“名 十 の / 動 た 形 十 上 (で )" 表 示 在 前 項 的 基 原 上 再 徴 后 項 意思 足 “ 在 …… 之 后 "、“ 在 …… 
基 碑 上 ”。“ 名 の 上 上 で "的 形式 有 時 可 客 助 融 * で "。 修 大 名 週 時 用 “て 上 で の 丁 名 的 形式 。 
人 留学 の こと は 、 も う 一 度 両親 と 相談 し た 上 で 決め た い 。 ( 有 美 留 学 的 事情 , 筐 想 
忠 父母 再 商 量 一 下 司 作 決定 。) 
人 お 電話 で ご 予約 の 上 、 ご 来店 く だ さい 。 ( 疫 六 在 中 要約 后 光 由 本 店 。) 
人 ム これ は わた し が よく 考 えた 上 で の 結論 で す 。 ( 送 是 我 深 思 熟 虐 之 后 得 出前 侍 途 。) 


ー 上 で (は ) 


"名 十 の / 動 基本 形 十 上 で (は )” 表 示 在 某 人 方面 戒 某 衝 協 合 , 意 思 是 “ 在 …… 方 面 ”、" 在 
We は 5 人 
人 麻 の 上 で は も う 春 だ が 、 ま だ まだ 寒い 日 が 続い て いる 。 (人 日 訪 上 看 巳 色 是 春 天 
了 , 但 天気 依 旧 寒冷 。) 


人 周期 で 伸 の いい 皿 料 若 と は 、 仕事 の 上 で は ライ バル で す 。 (中 村 与 我 是 同時 送 公 
司 前 , 美 系 也 祖 好 , 但 在 工作 上 , 我 何 却 是 次 争 対 手 .) 


じょう 
“名 十 上 "表示 在 某 一 方 面 、 某 衝立 協 等 意思 量 " 在 …… 方 面 ”、“ 在 …… 上 ”、“ 入 …… 来 


風 ”。 也 可 用 "ー ー 上 は パー 上 の "的 形式 
ん じ つ て き むず か お も 
へ 理論 上 は 可能 だ が 、 現実 的 に は 難 し いと 思う 。 ( 理 谷 上 是 可 行 的 , 但 我 込 訪 容 際 


操作 上 有 鞍 困 進 。) 
人 彼女 と は 仕事 上 の 関係 で 知り 合い に な っ た 。 〈 我 和 好 是 由 手工 作 上 的 英 系 相 
送 的 。) 
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在 第 一 其 学 コ 了 “カギ” 表示“ 久 選 "。 此 外 ,“ カ ギ " 和 ボ 可 以 表示 “ 共 健 "。“ 企 業 の 成長 の 
カギ "的 意 性 志 * 企 下 民 的 半 ".*ー と 言え る ” 的 意思 時 “可以 名 ……"。 


も ん だ いか いけ 


ム 彼 が 前 題 解決 の カギ を 所 っ て いる 。 ( 他 掌 撮 了解 決 同 是 的 健 。) 


ぼう ね ん か い 


< 忘年 会 ” 是 在 年 許 挙 行 的 宴会 , 目 的 在 手 " 年 内 の 鞭 労 を 忘れ る ”、 即 “ 忘 足 一 年 的 辛 
普 ”。 現 在 己 負 成 妨 日 本 公司 或 机 格 的 一 項 重要 的 活 効 。 忘 年 会 一 般 会 在 12 月 偽 挙 大 家 乗 
在 一 起 , 史 叙 、 喝 酒 , 迷 会 有 社 藤 等 的 致知 。 


* 天 部 屋 ” 是 由 “ 大 ” 与 “部 屋 ” 邊 合 面 成 的 注意 “部 屋 "的 送 音 秋生 了 浪 化 , 変 成 了 “ ベ 
や "… 大 " 和 音 比 多 、 応 誠 作 "お お "。 音 護 作 * だ い " 難 * た い "。 
“お お ”, 大 掃除 (大 持 除 ) 、 大 地震 (大 地震 ) 、 大 急ぎ (緊急 、 火 急 )、 大 喜 び ( 十 分 高 災 ) 
だ いと うり ょ う 


* だ い ”, 天 学 (大 学 )、 大 事 ( 重 要 的 ) 、 大 丈 夫 ( 没 半 系 ) 、 大 統領 ( 避 儲 ) 
“た い ”」 大会 (大 会 )、 大 気 (大 気 )、 天 切 (重要 的 ) 、 大 量 (大 量 ) 、 大 使 館 ( 大 使 代 ) 


“ 結 東 ” 可 以 作 名 同 或 者 三 美 区 周 、 意 思 呈 “ 掴 所 ”、“ 団 希 ” 注 意 号 況 痢 的 希 東 "意思 不 
同 。“ 方 "可以 接 在 一 占 名 週 或 三 美 区 同 周二 的 后 面 , 移 成 般 合名 司 , 表 示 “…… 人 能力 ”、“…… 


力 "等 。 "結束 力 ” 的 意思 是 “ 北 乗 力 ”。 
えい きょう り 


ム 影響 力 ( 影 果 力 ) 経済 力 ( 委 流 突 力 ) 、 説 得 力 ( 選 服 力 ) 、 想 


想像 


像 力 ( 想 象 力 ) 


効 同 “取り 付け る "主要 有 両 竹 意 思 , 即 “ 安 装 ( 机 器 等 )” 或 者 取得 、 送 成 ( 協 六 等 )"。 表 
示 “ 取 得 、 状 成 ( 協 巡 等 )” 時 , 包 含 " 送 服 対 方 以 送 到 自 己 期待 的 策 果 ” 的 意思 。 
A エア ュ ン を 取り 付け る 。 ( 安 装 空 油 。) 


OO OO 


ちょう どう 


人 部 長 の 同意 を 取り 付け た 。 (取得 了 部 藤 的 同意 。) 


ヽ ぎ し りょう で き あ 
の 料 、 出来 上 が っ て る ? 
け 


り ま せん 。 ま だ な ん で す が 。 
5) 2 


ちょう ご ぜん ちゅ う て いし ゅ つ 


, あの う 、 課 長 、 こ の 資料 、 明 日 の 午前 中 に 提出 し て も いい で すか 。 
ぅ ぜん き うり あ すう ヒビ き き ょ う じゅ う みみ 
: うーん 、 前 期 の 売上 げ 数 字 に 気 に な る と ころ が あっ て 、 今 日 中 に 見 て お 
し ん し ょ う ひ ん か ん ちょ う さ けっ か は や み 
か な いと ね 。 それから 新 商品 に 関す る アン ケー ト 調査 の 結果 も 早く 見 | 
た いな 。 な る べく 早く し て も ら え な いか な 。 
邊 そう な ん で すか 。 で は 、 急い で 仕上 げ ま す 。 
長 」 そう し て くれ る と 助かる よ 。 あと どの ぐら いか か り そ う 9? | 
小 華 , えー と 、 そ う で すね 。 売上 げ 数 字 の 統計 は ほぼ 終わ っ て る ん で す が 、 グ 


ラフ の 作成 が まだ な ん で す 。 ア ン ケ ー ト 調査 結果 の 統計 は 今 の と ころ 
半分 ぐら い 終 わっ て ます 。 あ と 、 2 時 間 ぐ らい か か り そ う で す 。 
, 2 時 間 か 。 悪い けど 、 今 日 は ちょ っ 
と 残業 し て 、 そ れ を 終わ らち せ て 
くれ る ? 
、 は い 。 わ か り ま し た 。 頑 張り 
ます 。 
ぼく と り ひ きき さき せっ た い で 
, 僕 は これ か ら 取 引 先 の 接待 に 出 
か ける けど 、 終わ っ た ら メ ー ル 
で 送っ て 。 お 家 に 帰っ て 読む 
か ら 。 
し 1 う ポ きょう いち 
業 , は い 、 わ か り ま し た 。 今 目 も ー 
日 お 疲れ 様 で し た 。 
. それ じゃ 、 お 疲れ 様 。 


抄 生 周 表 2 


況 字 ( 侵 名 束 音 ) 声 財 油性 | 週 叉 (中 文 ) 
催促 (さい そく )① [名 ・ 他 動 3] | 催促 ? 催 

出来 上 が る (で き あ が る )⑩④ [自動 1] 仙 完 , 仙 好 

前 期 (ぜん き )① | [名 ] 前 期 , 上 人 季 度 
数 字 ( す うじ )⑩⑥ [名 ] 数 字 , 数 所 


仕上 げ ぼる (し あげ る )③ [ 他 動 2] 完成 
統計 (と うけ い )⑨⑩ 4 [名 ・ 他 動 3] 銃 填 
ほぼ ① | [ 副 ] 大 体 上 . 大 致 


作成 (さく せい )⑩ [名 ・ 他 動 3] 写 , 制 作 
今 の と ころ (いま の と ころ ) 現在 , 目 前 , 現 基 段 


共 知 法 ・ 表 送 方 式 
1. な る べく 溝 く し て も ら え な いか な 


送 是 中 村 決 区 催促 王 小 汗 尽 快 完 成 盗 料 所 悦 的 一 名 活 , 意 思 是 “ 朝 箇 必 快 点 完 成 ^。“ な 
る べく ” 基 一周 , 意 思 是 “ 尽 可 能 地 ”。“ こ て も ら え な いか な "表示 清 求 , 多 用 手 上 銀 対 下 叙 前 
要求 。 

秋 助 同 “ か な ”, 主 要 有 以下 三 衝 用 法 。 

P 用 手 自 育 自 盾 的 猪 測 。 

へ 誰か 部 屋 に いる か な 。 (時 不 是 有 誰 在 房 賠 里 ?) 

用 子 向 方. 

へ 稚 未 さん の 和 電話 番号 は 知っ て いる か な 。( 依 知道 徐 木 的 申 知 号 但 喝 ?) 

表示 活 人 折 一 穫 用 "こない か な "的 形式 。 

へ 次 の バス 、 早く 来 て くれ な いか な 。 〈 下 一 班 公 交 和 要 是 早 点 来 就 好 了 。) 

在 本 間 会 活 中 是 第 三 衝 用 法 。 


いま 
2. 今 の と ころ 
* 会 の と a ろ ” 的 意思 是 “ 現 基 段 “目前”、“ 現 在 ”。 


OO OG 


A 今 の と ころ 、 仕事 は 順 調 で す 。 (目前 工作 光 展 順 利 。) 


1. 写 出 下 列 況 字 的 科 音 
[ 例 ] 忘年 会 [ぼう ね ん か い ] 


1①) 反 映 [ 1 (2 達成 [ 4 
(3 結束 [ 」 (④ 円 滑 [ 」 
5) 職場 [ 」 (6 業務 [ 」 
(7 の 通じ る [ ] (8) 対策 [ ] 
(9) 合意 [ 」 (10) 協 調 性 [ 」 


2. 根 据 如 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 
また 、 東 議 制 度 と いう も の が ある 。 これ は 、 あ る 案件 ・ )〈 (つつ ( ) 御 当 


ー 


の と Ce) け \ 


者 が その 対策 や 解決 筑 を 起案 し 、 上 庁 や 関係 者 の 合意 を 取り 付け た ( (> 決裁 
に 回 す と いう や り 方 で ある 。 これ (  )( )(  )、 関 係 者 全員 が 意思 決定 に 参加 し 
た と いう 経営 )(  ) 参 画 意識 が 持て る 。 
3. 傍 照 例 名 , 完 成 或 政 写 名 子 。 
[ 例 1] 日 本 の 会 社 に は 、 (新人 歓迎 会 )、 社員 旅行 や 忘年 会 な ど 様 々 な イベ ント が ある 
っ 日 本 の 会 社 に は 、 新人 歓迎 会 を は じ め 、 社 員 旅行 や 忘年 会 な ど 様 々 な イベ 


3 ト が ある 。 
か く ぶ も ん せき に ん し ゃ こん か い か い ぎ 
①( 往 六 ハ 各部 門 の 責任 者 が 今回 の 会 識 に 出席 し た 
(の 時 動物園 に は (パン ダバ 約 500 種 の 動物 た ちがい る 
* ヽ わ ば た や す な 


(④ 員 康成 は ( 『 午 国 』 )、 多く の 小説 を 書い た 
(4④ (アメリカ) 先進 国 は パリ で 国際 会 議 を 開い た 


と うち ち ぐ し ん し ゅ つ 


お お に っ けい き ぎょ う シャ ン ハ イ ちゅ うごく か 
(5) 多 く の 日 系 企業 が (上 海 ) 中 国 の 華東 地区 に 進出 し て いる 


軸 は (みん な の 畜 方 成功 で き な い < な 
町 は みん な の 協力 を 抜き に し て は 成功 で き な い 。 


せ か いけ い ぎ い 


1 今や 、( 申 国 ) 世 界 弥 済 を 語 る こ と は で き な い 


(2②) こ ん な 大 事 な こ と は 、 (鈴木 部 長 ) 決 め ら れ な い 


[ 例 2] 今度 の 


ょ っ 、 還 が 


由 
| 


NR ト ) 社 員 同 士 の 価値 観 の 共 に 有 も 達成 で き な い 
今日 は (感情 論 ) 冷 静 に 話し 合い まし ょ う つ 
今日 は 感情 論 を 抜き に し て 冷静 に 話し 合い まし ょ う 。 
④( 完 談 )、 本 順に 入り まし ょ う 
0 


(5 今夜 は (仕事 の 語 人 天 い に 飲も う 


「 例 3] 今 固 の 新人 研修 / い ろ い ろ な こと を 学ん だ っ 
2f いい し ん じん けん 
メ 


回 の 新人 研 『 修 を 通 し て いろ いろ な こと を 学ん だ 。 
①) 妻 と は テニ ス / 知 り 合 っ た 


(②) 売 上 げ デ ー タ の 分 本 消費 者 の 傾向 が わか る 
(3) 社 員 旅 行 / 社 員 同 士 の っ な が り を 深め る 
(④ 今 回 の 事件 は テレ ビ の ニュ ー ス / 知 っ た 


に ほん し ゃ か い 


(5) ア ル バ イ ト / 日 本 社会 に 対す る 理解 が 深 ま っ た 


[ 例 4] 化 問題 は 日 本 他 の 国 に も 見 られ る 深刻 な 問題 だ つ 


し ん こく も ん だ い 


高齢 化 問題 は 日 本 の みな ら ず 、 他 の 国 に も 見 られ る 深刻 な 問題 だ 。 
(① こ の 漫画 は (子ども > 大 人 に も 人 気 が あ る 


いり ょ く 


(2) 部 活 を 続け る こ と は (友だち が で きる > 忍耐 力 も 鍛え られ る 
3) この 商品 は (品質 が いい )、 値段 も 安い 
(の 自転 車 で 出勤 する こ と は (地球 に 優し い )、 健康 に も いい 


な か せん せ | 


(5) 田 中 先生 に は (日 本 語 を 敷 え て いた だ く )〉 生活 の 面 で も いろ いろ と お 世話 
に な り ま し た 


じょう し か ん けい し ゃ 。 ご うい と つ けっ きい まわ 
| 例 5] 上 司 や 関係 者 の 合意 を 取り 付け る / 決 裁 に 回 す っ 
ヒ ょ う ミ も ご う v 


や 関係 者 の tie 2 に 則 ホ 


を 確認 する / 対 策 を 立て る 
く / 打 ち 合 わせ の 目 時 を 決め る 
計 に 間違い が な いか 確認 8 する / 企 画 書 を 提出 する 
う ぼ ぽう さく せい 


の 要望 や 予算 を 聞く / 見 積 書 を 作成 する 


(④ 数 字 の 
⑤) お 客 さ 


に 


ぜん ちゅ う て いし ゅ つ 


[ 例 6] A: あの う 、 課 長 、 こ の 資料 、 明日 の 午前 中 に 提出 し て も いい で すか 。 


全 @ 人 ヾ * 代 


ぜん き うり あ ずみ 本 寺 きま ょ う じゅ う み 

B: うー ん 、 前 期 の 売上 げ 数 字 に 気 に な る と ころ が あっ て 、 今 日 中 に 見 て お か 

な いと ね 。 な る べく 早く し て も ら え な いか な 。 

あ し た あさ いち も と り ひ き さ き の 
(1① 骨 日 朝一 それ を 持っ て 、 取引 先 に 行く か ら 

ちょ う さ げっ か 

(2) ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 が 気 に な る か ら 
(3) い くつ か 修正 し た いと ころ が あっ て 


[ 例 7] A 加 い けど 、 今 日 は 残業 し て 、 そ れ を 終わ ちら せ て くれ る ? 
B; は い 、 わ か り ま し た 。 
か い ぎ じ か ん へ ん こう し 
Q1) 会 議 時 間 の 変更 を みん な に 知ら せる 
(2) こ の 著 類 、 も うぅ 一度 チ ェ ッ ク す る 
(3 飛行 機 の チケ ッ ト を 予約 する 
(4) 今 すぐ この 資 料 を 翻訳 する 
(5) 会 議 の 議事 録 を 送る 


末社 充 単 同 表 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 i 週 駐 ( 中 文 ) 
司法 (し ほう )⑥① 司法 
先進 国 ( せ ん し ん こく )③ 交 状 国家 
パリ ① [名 ( 専 )] 妃 艇 (地名 ) 
朝食 (ちょ うし ょ く )⑩⑥ | [ 釧 」 早 彼 
お 世辞 (お せ じ )⑩⑥ [名 ] 奏 承 活 , 恭 維 活 , 詞 柄 活 
報道 (ほう どう )⑥⑩ [名 ・ 他 動 3] | 扱 道 


美意識 (ぴい し き )② 軍 美 意 航 , 対 美的 感受 力 


秘書 (ひし ょ )①② | 秘 事 

地域 (ちい き )① | 地域. 地区 , 基 
気 侯 (きこ う )⑥ 気候 

来店 (らい て ん )⑩⑪ “E 光 原 
結論 (けつ ろ ん )⑩ ] 
暦 ( こ よみ )⑧⑨⑥ 


況 字 ( 優 名 大 音 ) 声 周 


河 性 


河 叉 (中 文 ) 


仲 ( な か ツ )① 


[名 ] 


(人 与 館 同 的 ) 美 系 , 交 情 


ライ バル ① 


[名 ] 


| 対 手 . 意 争 対 手 


現実 的 (げん じ つ て き )①⑩ 


[ ナ 形 ] 


現実 的 , 実 除 的 


知り 合う (し りあ う )③ 


[自動 1] 


相沢 , 筆 油 


握る (に ぎる )⑩ 


[ 他 動 1] 


提 : 拡 住 : 掌 所 


同意 (どう い )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


同意 : 意 見 相同 


番号 (ば ん ご う )③ 


[名 ] 


号 例 


順調 (じゅ ん ちょ う )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


順 利 


進出 (し ん し ゅ つ )⑩⑪ 


[名 ・ 自 動 3] 


導入 』 打 入 , 向 


傾向 (けい こう )⑩ 


[名 ] 


| 傾向 . 受 展 門 奉 


修正 (し ゅ う せ い )⑩ 


議事 録 ( ぎ じ ろ く )② 


[名 ・ 他 動 3] 


修正 . 修 改 


8 】 


